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気合いだ！どすこーい！気合いだ！どすこーい！

負けるな　志賀っ子！負けるな　志賀っ子！
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　９月定例会は、９月３日から20日までの18日間の会期で開かれ、
決算の認定、補正予算、条例改正の議案をはじめ、人事案件、議会
議案、請願など合わせて39件を審議しました。

９９月月
10月10月からからスタートスタート

保
育
料
・
副
食
費

保
育
料
・
副
食
費

無
償
化

無
償
化

　子ども・子育て支援法等の一部改正に伴い、本年10月より３歳児から
５歳児までの子ども及び住民税非課税世帯の０歳から２歳までの子どもの
保育所等における保育料の無償化が実施されます。
　また、３歳から５歳までの副食費実費負担も町独自で無償化となります。

単身棟につづき、10月 1日より供用開始となったますほの丘住宅ファミリー棟
事業費（全体）　２億7912万円
耐火 RC 造２階建 12 戸 （２ＬＤＫ １室の床面積 62.99 ㎡）
家賃は所得に応じて45,000 円、36,000 円、31,500 円
駐車場は１戸につき２台までで、１台につき月額1,000円

子育て・新婚世帯向け住宅子育て・新婚世帯向け住宅
完成完成

議会だより　しか　№ 57
令和元年10月25日発行 2



　一般会計と５つの特別会計で黒字決算となっています。農業集落排水事業、地域し尿処理整備事業
は令和元年度から下水道企業会計移行により打切り決算にて生じた赤字となります。ケーブルテレビ
事業で差引残額が０円となっていますが、一般会計から資金を補てんして赤字を解消しています。ま
た、水道事業会計の収益的収支では8613万円の純利益を計上し、病院事業会計では5010万円の純
利益を計上しています。

　一般会計では、人事異
動による職員給与費の補
正をはじめ、国庫補助金
の内示に伴い地域介護・
福祉空間整備等施設整備
事業費や、本年６月の豪
雨による農地農業用施設
及び道路河川の災害復旧
事業費などの補正となり
ます。
　特別・企業会計では、
各種事業に伴い所要額の
補正となります。

決算
審査

補正
予算

平成30年度決算平成30年度決算

令和元年度９月補正予算令和元年度９月補正予算

を認定 質疑は４・５ページ

質疑は５ページ

会　計　名 歳入額 歳出額 差引残額

一 般 会 計 １４０億２５９１万円 １３４億５７４８万円 ５億６８４３万円

特　

別　

・　

企　

業　

会　

計

国 民 健 康 保 険 ２４億８５０４万円 ２４億７４４９万円 １０５５万円

後 期 高 齢 者 医 療 ３億３８４６万円 ３億３８００万円 ４６万円

農業集落排水事業 ４億７３６７万円 ５億　２１３万円 △２８４６万円

公 共 下 水 道 事 業 ８億　８３０万円 ７億９６０３万円 １２２７万円

地域し尿処理整備事業 ５５８６万円 ５８１３万円 △２２７万円

介 護 保 険 ２８億７８４１万円 ２８億７１２２万円 ７１９万円

診 療 所 事 業 １億６８６２万円 １億６６５６万円 ２０６万円

ケーブルテレビ事業 ４億６５２３万円 ４億６５２３万円 ０円

水
道

収 益 的 収 支 ６億３７１０万円 ５億５０９７万円 ８６１３万円

資 本 的 収 支 １億１４８３万円 ４億５５７５万円 △３億４０９２万円

病
院

収 益 的 収 支 １２億６９２２万円 １２億１９１２万円 ５０１０万円

資 本 的 収 支 １億１５８５万円 １億７４５０万円 △５８６５万円

※水道及び病院事業の収益的収支については税抜き金額となります。

会　計　名 補正額 予算額

一 般 会 計 ５億８０８７万円 １３３億７８６０万円

特　

別　

・　

企　

業　

会　

計

国 民 健 康 保 険 ０円 ２３億７９５３万円

後 期 高 齢 者 医 療 ４６万円 ３億３８６７万円

介 護 保 険 １５３０万円 ３０億３４６７万円

診 療 所 事 業 △５４７万円 １億９６６１万円

ケーブルテレビ事業 ３７９万円 ４億６７３６万円

下
水
道

収 益 的 収 入 １０６０万円 １２億７８２９万円

収 益 的 支 出 １０６０万円 １２億７３６８万円

資 本 的 支 出 ０円 １１億５８７６万円

病
院

収 益 的 支 出 ９９７万円 １２億７２４３万円

資 本 的 収 入 １０万円 １億５０８２万円

を可決
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チェックチェック志っ賀り 予算決算常任委員会
委　員　長　田中　正文
副委員長　堂下　健一
委員は、議長をのぞく全議員です。

　

地
方
自
治
体
は
、
財
政
の

早
期
健
全
化
や
再
生
の
必
要

性
を
判
断
す
る
た
め
に
財
政

指
標
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

志
賀
町
の
指
標
は
、
国
基

準
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、

健
全
な
財
政
状
況
を
維
持
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
厳
し

い
財
政
状
況
が
想
定
さ
れ
る

た
め
、
さ
ら
な
る
財
政
管
理

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

財
政
は
健
全

272億

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

264億
255億

239億
228億

【志賀町の町債（借入金）残高の推移】

【志賀町の財政指標】

指 標 名
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
財政規模に対する一般
会計等の赤字の割合

財政規模に対する全
会計の赤字の割合

財政規模に対する１
年間で支払った借入
金返済額等の割合

財政規模に対する将
来、町が支払う借入
金返済額等の割合

志賀町 （赤字なし） （赤字なし） 9.5％ （該当なし）

国基準
早期健全化基準 13.57％ 18.57％ 25％ 350％

財　政　再　生　基　準 20％ 30％ 35％ －

る
か
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た

イ
ン
フ
ラ
対
策
と
し
て
耐
用

年
数
を
超
え
た
も
の
は
順
に

直
す
な
ど
す
べ
き
で
は
。

答
弁　

耐
用
年
数
は
入
れ
て

い
な
い
。
道
路
施
設
の
老
朽

化
度
点
検
を
行
い
、
道
路
状

況
を
適
切
に
把
握
し
、
維
持

管
理
を
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　

農
道
台
帳
・
町
道
台

帳
の
整
備
と
あ
る
が
、
耐
用

年
数
な
ど
は
管
理
さ
れ
て
い

一 

般 

会 

計

質
疑　

大
学
生
等
に
無
利
子

で
貸
し
付
け
し
て
い
る
が
、

せ
っ
か
く
の
制
度
を
活
用
さ

れ
て
な
い
の
で
は
。
ま
た
、

地
元
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
も
重
要

で
あ
り
、
こ
の
点
も
考
慮
し

て
ほ
し
い
。

答
弁　

利
用
者
は
30
年
度
で

９
名
。
今
後
は
町
内
の
中
学

校
と
近
隣
の
高
校
に
も
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
町

内
で
就
業
し
た
方
に
は
奨
学

金
免
除
制
度
も
あ
り
、
こ
の

点
も
更
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
。 奨

学
基
金
制
度

周
知
さ
れ
て
い
る
か

道
路
台
帳
の

　

活
用
内
容
は

質
疑　

能
登
中
核
工
業
団
地

内
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ベ
ン
チ
が

座
れ
る
状
況
で
は
な
い
。

答
弁　

危
険
で
あ
れ
ば
撤
去

な
ど
、
現
地
で
確
認
し
て
対

処
し
た
い
。

質
疑　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の

耐
用
年
数
な
ど
、
老
朽
化
の

状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

答
弁　

各
自
警
団
で
毎
年
点

検
し
て
い
る
。

能
登
中
核
工
業
団
地

施
設
の
修
繕
は

小
型
動
力
ポ
ン
プ

老
朽
化
の
把
握
は
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チェック
平成30年度決算の審査

志志っっ賀賀りり

答
弁　

医
師
、
医
療
ス
タ
ッ

フ
を
増
員
し
て
対
応
し
て
い

る
。

質
疑　

病
床
、
施
設
の
利
用

率
が
上
が
る
こ
と
は
大
変
い

い
こ
と
で
あ
る
が
、
職
員
の

配
置
等
に
問
題
な
い
の
か
。

特
別
・
企
業
会
計

質
疑　

福
浦
灯
台
の
観
光
客

が
使
用
で
き
る
よ
う
福
浦
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

ト
イ
レ
が
改
修
さ
れ
る
が
、

そ
の
後
の
維
持
管
理
は
ど
う

な
る
の
か
。

答
弁　

継
続
し
て
地
元
で
の

管
理
を
予
定
し
て
い
る
。

質
疑　

平
成
29
年
度
に
は
凍

結
で
水
道
管
が
割
れ
た
事
故

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
対

策
は
。
ま
た
、
給
水
車
を
購

入
し
た
が
、
す
ぐ
に
運
用
で

き
る
状
況
か
。

答
弁　

町
の
管
は
大
丈
夫
だ

が
個
人
の
管
の
管
理
の
Ｐ
Ｒ

を
徹
底
し
た
い
。
給
水
車
は

月
に
２
回
、
動
作
確
認
及
び

点
検
し
、
非
常
事
態
に
備
え

て
い
る
。

ト
イ
レ
改
修
後
の

　

維
持
管
理
は

水
道
管
の
凍
結

対
策
は

富
来
病
院
の　

職
員
の
体
制
は

質
疑　

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
事
業
だ
が
、
ど

の
よ
う
な
マ
ッ
プ
に
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。
昨
年
の

水
害
の
教
訓
が
網
羅
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答
弁　

避
難
所
、
避
難
経
路

等
を
新
た
に
加
え
て
作
成
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
疑　

病
院
に
お
け
る
本
来

の
事
業
目
的
は
医
療
で
あ
り
、

患
者
が
町
外
医
療
機
関
に
行

か
な
く
て
も
済
む
よ
う
に
医

療
体
制
の
充
実
を
図
れ
な
い

の
か
。

答
弁　

不
足
す
る
常
勤
医
師

の
確
保
に
努
め
、
医
療
の
充

実
を
図
り
た
い
。

昨
年
の
水
害
の
教
訓

活
か
さ
れ
て
い
る
か

医
療
体
制
の
充
実
を

病床機能転換により経営改善が見込まれる

現在の「土砂災害ハザードマップ」

令和元年度補正予算の審査

議会だより　しか　№ 57
令和元年10月25日発行5
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総務産業建設常任委員会

教育民生常任委員会

委　員　長　福田　晃悦
副委員長　表谷　茂浩
委　　員　中谷　松助
　　〃　　　南　　正紀

委　員　長　林　　一夫
副委員長　南　　政夫
委　　員　稲岡健太郎
　　〃　　　堂下　健一

委　　員　寺井　　強
　　〃　　　越後　敏明
　　〃　　　田中　正文

委　　員　冨澤　軒康
　　〃　　　櫻井　俊一
　　〃　　　久木　拓栄

減
額
と
な
る
。
０
歳
児
か
ら

２
歳
児
ま
で
の
非
課
税
世
帯

の
無
償
化
は
、
志
賀
町
で
は

す
で
に
無
料
と
し
て
い
る
た

め
、
従
前
と
変
更
は
な
い
。

　

財
源
は
、今
年
度
に
限
り
、

自
治
体
の
負
担
分
は
臨
時
交

付
金
で
交
付
さ
れ
、
来
年
度

か
ら
は
地
方
交
付
税
措
置
と

な
る
。

質
疑　

フ
ァ
ミ
リ
ー
棟
の
入

居
者
の
条
件
で
、
入
居
時
は

該
当
し
て
い
た
が
、
事
情
に

よ
り
、
入
居
条
件
に
該
当
し

な
く
な
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

答
弁　

入
居
条
件
に
該
当
し

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
す
み

や
か
に
退
去
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
る
。

質
疑　

被
災
者
は
大
変
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
、

正
規
の
手
続
き
を
と
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
が
あ
る
。
被

災
者
に
寄
り
添
っ
た
柔
軟
な

対
応
を
お
願
い
す
る
。

答
弁　

手
続
等
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て
の
基
準
は
な
い

が
、
対
象
と
な
る
方
に
は
積

極
的
に
町
の
方
か
ら
案
内
す

る
。

質
疑　

保
育
料
収
入
は
年
間

で
ど
の
程
度
減
額
と
な
る
か
。

ま
た
、
財
源
は
。

答
弁　

10
月
か
ら
の
６
か
月

で
、
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
の

保
育
料
が
１
６
３
６
万
円
の

ま
す
ほ
の
丘　

フ
ァ
ミ
リ
ー
棟
の

入
居
条
件
の
対
応
は

災
害
弔
慰
金
の

手
続
き
は
柔
軟
な

対
応
を　
　
　
　

保
育
料
無
償
化
に
よ
る

財
政
へ
の
影
響
は

質
疑　

町
内
の
16
消
防
団
で

20
人
の
定
員
に
達
し
て
い
る

の
は
何
分
団
か
。
今
後
統
合

の
計
画
は
あ
る
か
。

答
弁　

現
状
は
、
定
員
に
満

た
し
て
い
る
の
は
３
分
団
で

あ
る
。
そ
の
ほ
か
ほ
と
ん
ど

の
分
団
は
１
〜
３
名
の
欠
員

で
あ
る
。
再
編
は
各
消
防
分

団
に
投
げ
か
け
て
い
る
。

今
後
の
消
防
団

統
合
の
計
画
は

18歳未満の子供を扶養し同居している世帯、新婚世帯等
が対象となる。（入居者資格の一部抜粋）

living
Kitchen Bathroom

子育て世帯
新婚世帯向けの
住宅です!

●家賃は、所得に応じて、
　45,000円、36,000円、
　31,500円です。
●駐車場は、月1台につき
　1,000円です。
 （1戸につき2台まで）

ファミリ－棟（12戸）
R元.9完成 10月募集 11月入居可

消火活動、災害対応などの幅広い活動が求められている消防団 議会だより　しか　№ 57
令和元年10月25日発行 6



議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

議案
49～ 56

令和元年度一般会計補正予算～令和元年度町立富来病院事業会計補正予算 … ３ページ参
照

可決
賛13　反0

57 志賀町印鑑条例の一部改正 … 旧氏による印鑑登録のほか、申請者本人に限り、個人番号カード
を利用し、役場の窓口やコンビニ等で印鑑登録証明書の交付を受けることができるよう改正を行う。

可決
賛13　反0

58 志賀町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正 … 関係法令の一部改正により、関係条
文の改正を行う。

可決
賛13　反0

59 志賀町コミュニティバスの運行に関する条例の一部改正 … 本年10月１日より、現在運行
実験中である増穂線予約制乗合交通を本格運行とするため改正を行う。

可決
賛13　反0

60 志賀町一般職の職員の給与に関する条例及び志賀町職員等の旅費に関する条例の一部
改正･･･関係法令の一部改正により、関係条文の改正を行う。

可決
賛13　反0

61 志賀町手数料条例の一部改正 … コンビニ交付による住民票の写し等の取得にかかる手数料を
定めるため、関係条文の改正を行う。

可決
賛13　反0

62 志賀町保育所条例の一部改正 … 関係法令の一部改正により、関係条文の改正を行う。 可決
賛13　反0

63 志賀町大島キャンプ場条例の一部改正 … 利用料金に自転車の利用区分を追加するとともに、
本年10月1日より供用開始予定の新管理棟の管理規定を定めるため、関係条文の改正を行う。

可決
賛13　反0

64 志賀町営住宅管理条例の一部改正 … 領家町第１住宅の用途廃止及び解体撤去に伴い改正を行
う。

可決
賛13　反0

65 志賀町地域優良賃貸住宅管理条例の一部改正 … 本年９月末に完成予定のますほの丘住宅
ファミリー棟の管理規定を定めるため、関係条文の改正を行う。

可決
賛13　反0

66 志賀町給水条例の一部改正 … 関係法令の一部改正により、関係条文の改正を行う。 可決
賛13　反0

67 志賀町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正 … 関係法令の一部
改正により、関係条文の改正を行う。

可決
賛13　反0

68 町道路線の変更（町道第307号堀松清水北吉田線） … 米町川の河川改修で花園橋を撤去した
ことより、終点を変更する。

可決
賛13　反0

69 町道路線の変更（町道第714号福井連絡線） … 幹線道路として地域住民の利用度が高い土地
改良事業で整備した農道を町道に認定するにあたり、起点を変更する。

可決
賛13　反0

70 町道路線の変更（町道第742号雨谷線） … 一般県道羽咋田鶴浜線の改良工事の完了に伴い、
県管理の道路が町に移管されたことから、終点を変更する。

可決
賛13　反0

認定
1・２

平成30年度一般会計歳入歳出決算認定・平成30年度国民健康保険特別会計歳入歳出
決算認定 … ３ページ参照

認定
賛12　反1

３ 平成30年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 … ３ページ参照 認定
賛13　反0

４～７ 平成30年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定～平成30年度介護保険特別
会計歳入歳出決算認定 … ３ページ参照

認定
賛12　反1

８～ 11 平成30年度町立診療所事業特別会計歳入歳出決算認定～平成30年度町立富来病院事
業会計決算認定 … ３ページ参照

認定
賛13　反0

主な議決結果【９月定例会】
※議長は採決に加わりません。

議会だより　しか　№ 57
令和元年10月25日発行7
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議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

請願
７ 国に対し「消費税率引き上げの中止を求める意見書」の提出を求める請願 … 下記参照 不採択

賛2　反11

８ 豚コレラ感染に関する抜本的な対策を国に求める意見書提出を求める請願 … 下記参照 不採択
賛3　反9

発議
６ 新たな過疎対策法の制定に関する意見書 … 下記参照 可決

賛13　反0

７ 豚コレラ対策の強化を求める意見書 … 下記参照 可決
賛13　反0

８ 教職員定数改善と教育予算拡充を求める意見書 … 下記参照 可決
賛13　反0

同意
２

志賀町教育委員会委員の任命 … 志賀町教育委員会委員として保々稔氏（末吉）を任命するため、
議会の同意を求める。

同意
賛13　反0

議案名 提出議員 議案の内容

新たな過疎対策法の制定
に関する意見書について

冨澤軒康
現行の「過疎地域自立促進特別措置法」は令和３年３月末をもっ
て失効することから、新たな過疎対策法を制定するよう求める。

豚コレラ対策の強化を求
める意見書

南　正紀
豚コレラの一刻も早い沈静化と、本県のみならず我が国養豚産
業の維持・発展が図られる措置を講ずるよう求める。

教職員定数改善と教育予
算拡充を求める意見書

福田晃悦
子供の豊かな学びを保障するために教職員定数改善計画の策定、
実施と教育予算の拡充を行うよう求める。

議案名 紹介議員 議案の内容

国に対し「消費税率引き
上げの中止を求める意見
書」の提出を求める請願

中谷松助
消費税は所得が低い人ほど負担が重く、生活そのものに課税す
るもので、応能負担の原則・生活費非課税の原則に反するもの
であり、本年10月の消費税10％引き上げの中止を求める。

豚コレラ感染に関する抜
本的な対策を国に求める
意見書提出を求める請願

中谷松助

家畜伝染病の豚コレラ感染が拡大を続けており、被害の終息、
養豚農家や関連業者の生活と経営を守る抜本策を求める。
1 発生要因と感染経路の解明とアフリカ豚コレラなどの国内感
染を防ぐための関連法を改正
2 防護柵設置などの対策費用に対する国の財政支援策を拡充
3 豚コレラワクチン使用の弾力的対応
4 被害農家への全額補償、その他の経費等及び営農再開のため
に必要な特別支援措置

議会
議案

請願

議会議案を全会一致で可決

２件の請願が不採択に

意見書を国へ提出
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町政を町政を問問う !う ! 一 般 質 問

福
田　

消
費
税
増
税
に
よ

る
町
財
政
の
影
響
は

企
画
財
政
課
長　

消
費
税

率
の
引
き
上
げ
に
対
応
す

る
た
め
、
一
部
町
有
施
設

の
利
用
料
金
や
公
共
料
金

の
引
き
上
げ
を
行
っ
た
た

め
、
財
政
面
の
影
響
は
少

な
い
も
の
と
認
識
し
て
い

る
が
、
今
後
の
国
の
予
算

編
成
や
地
方
財
政
対
策
の

動
向
を
見
極
め
て
い
き
た

い
。

町
長　

①
一
部
の
地
区
で
、

各
種
災
害
を
想
定
し
た
自
主

的
な
訓
練
が
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

支
援
し
て
い
き
た
い
。

②
ヤ
フ
ー
と
石
川
県
が
締
結

し
た
こ
と
で
、
県
内
の
避
難

情
報
や
避
難
所
開
設
の
情
報

は
、
各
市
町
で
入
力
す
る
こ

と
に
よ
り
、
自
動
的
に
ヤ

フ
ー
防
災
速
報
等
に
反
映
す

る
た
め
、
協
定
を
締
結
す
る

必
要
は
な
い
。

③
災
害
時
で
の
携
帯
電
話
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
情
報
提
供

に
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
Ｉ

Ｐ
音
声
告
知
端
末
を
利
用
し

て
避
難
所
の
Ｗ
ⅰ-

Ｆ
ⅰ
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
今
後
、
機
器
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

福
田　

近
年
、
ゲ
リ
ラ
的
に

発
生
し
て
い
る
豪
雨
な
ど
の

自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
力

の
更
な
る
強
化
の
策
を
聞
く
。

①
大
雨
警
戒
レ
ベ
ル
４
以
上

を
想
定
し
た
避
難
訓
練
の
実

施②
ヤ
フ
ー
と
の
災
害
情
報
発

信
に
関
す
る
協
定
の
締
結

③
大
規
模
災
害
時
の
避
難
所

の
通
信
環
境
の
整
備
の
検
討

福
田　

松
木
交
差
点
で
朝
夕

の
渋
滞
が
恒
常
化
し
、田
原
、

長
田
区
の
集
落
内
を
猛
ス

ピ
ー
ド
で
通
過
す
る
通
勤
車

両
が
あ
り
、
改
善
を
訴
え
る

声
が
あ
る
。
松
木
交
差
点
渋

滞
解
消
に
向
け
た
対
策
と
、

団
地
を
抜
け
る
町
道
の
外
灯

や
注
意
喚
起
の
標
識
な
ど
、

対
策
を
講
じ
る
べ
き
。

環
境
安
全
課
長　

道
路
診
断

で
松
木
交
差
点
周
辺
の
朝
夕

の
混
雑
の
状
況
や
、
田
原
や

長
田
地
区
内
の
町
道
の
通
行

の
安
全
確
保
を
警
察
、
県
土

木
事
務
所
、
町
交
通
安
全
協

会
、
町
関
係
課
の
意
見
を
聞

き
適
切
な
対
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

防
災
力
を
強
化
せ
よ

通
信
環
境
を
整
備
す
る

町
長

能登中核工業団地への交通対策は

適切な対策を検討する 環境安全課長

福田　晃悦　議員

恒常化する通勤時の渋滞

そ
の
他
の
質
問
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町
長　

が
ん
検
診
の
通
知
は

石
川
県
成
人
病
予
防
セ
ン

タ
ー
と
石
川
県
予
防
医
学

協
会
に
、
検
診
業
務
か
ら
検

診
結
果
を
受
診
者
へ
発
送
す

る
ま
で
の
一
連
の
業
務
を
委

託
し
て
い
る
。
委
託
業
者
か

ら
町
へ
納
品
さ
れ
た
後
に
住

所
移
転
や
死
亡
な
ど
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
複
数
の
職
員

で
確
認
し
、
誤
通
知
が
発
生

し
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。

南　

去
る
７
月
、
岐
阜
市
が

行
う
が
ん
検
診
の
通
知
で
、

誤
通
知
が
発
覚
し
た
。
入
力

ミ
ス
を
発
見
す
る
た
め
の
、

職
員
相
互
に
よ
る
読
み
合
わ

せ
の
規
則
を
９
年
間
も
行
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因

で
あ
る
。

　

本
町
で
の
各
種
検
診
通
知

の
発
送
手
続
き
の
現
状
と
、

誤
通
知
防
止
の
仕
組
み
、
そ

の
他
の
各
種
通
知
書
等
の
誤

通
知
防
止
対
策
を
問
う
。

南　正紀　議員

各種通知書発送前の
チェック体制は

複数職員で確認している
町長

南　

緑
ヶ
丘
地
区
の
将
来

像
に
つ
い
て

ま
ち
整
備
課
長　

堀
松
住

宅
の
取
壊
時
期
や
再
整
備
、

跡
地
利
用
は
現
在
の
と
こ

ろ
未
定
で
あ
る
。

南　

高
齢
運
転
者
に
よ
る
事

故
の
多
発
を
受
け
、
運
転
免

許
証
の
自
主
返
納
の
機
運
が

高
ま
っ
て
い
る
が
、
郡
部
で

車
は
必
需
品
と
さ
れ
て
い
る
。

　

運
転
に
自
信
を
失
い
つ
つ

も
必
要
に
迫
ら
れ
運
転
を
す

る
高
齢
者
も
多
く
、
東
京
都

で
急
加
速
防
止
装
置
設
置
に

対
す
る
助
成
を
開
始
し
た
。

当
町
で
は
、
高
齢
運
転
者
に

対
す
る
支
援
の
計
画
は
あ
る

の
か
。

環
境
安
全
課
長　

加
齢
と
共

に
運
転
に
自
信
の
な
い
方
な

ど
の
交
通
事
故
防
止
を
図

る
観
点
か
ら
、
運
転
免
許
証

の
自
主
返
納
支
援
制
度
や
返

高齢ドライバーへの支援策は

助成は考えていない 環境安全課長

運転免許証返納者に志賀町コミュニティバス
回数乗車券55枚と志賀町で使用できる商品券
5,000円分が贈られる。

納
後
の
高
齢
者
等
の
外
出
機

会
を
促
す
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
利
用
促
進
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
現
在
の
と

こ
ろ
急
加
速
防
止
装
置
の
助

成
は
考
え
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

一 般 質 問
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町政を町政を問問う !う !

健
康
福
祉
課
長　

一
般
的
に

は
事
業
者
と
し
て
車
両
の
維

持
費
、
燃
料
費
、
人
件
費
等

の
経
費
が
掛
か
る
中
、
商
品

に
そ
の
必
要
と
す
る
経
費
分

が
転
嫁
さ
れ
て
お
り
、
配
達

以
外
の
用
途
に
も
車
両
を
使

用
し
て
い
る
の
が
現
状
で
、

補
助
す
る
こ
と
に
は
適
さ
な

い
た
め
、
制
度
の
導
入
は
考

え
て
い
な
い
。

中
谷　

高
齢
化
が
進
む
中
、

配
達
支
援
協
力
店
を
紹
介

し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
工
夫
を
重
ね

て
い
る
が
、
移
動
販
売
車
を

使
っ
て
い
る
協
力
店
で
は
販

売
車
の
購
入
費
、
人
件
費
、

維
持
費
な
ど
の
経
費
が
か
さ

ん
で
い
る
。
移
動
販
売
車
へ

の
車
検
代
を
補
助
で
き
な
い

か
。

中
谷　

町
で
は
志
賀
町
廃
棄

物
総
合
対
策
審
議
会
へ
諮
問

し
、
有
料
ご
み
袋
導
入
を
検

討
さ
れ
て
い
る
が
、
値
上
げ

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
れ
ば

ど
う
か
。

町
長　

廃
棄
物
総
合
対
策
審

議
会
に
対
し
、
容
量
の
小
さ

い
指
定
ご
み
袋
の
導
入
や
そ

の
手
数
料
等
、
家
庭
ご
み
有

料
化
実
施
計
画
を
諮
問
し
、

専
門
的
な
立
場
か
ら
検
討
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
審
議

会
か
ら
の
答
申
内
容
を
参
考

に
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

移
動
販
売
車
へ
の
車
検
代

　
　
　
　

補
助
制
度
の
創
設
を

導
入
は
考
え
て
い
な
い
健
康
福
祉
課
長

有料ごみ袋の導入に伴う値上げはノー

審議会の答申を参考に総合的に判断する 町長

中谷　松助　議員

現在、利用されているごみシール

ニーズがある移動販売

中
谷　

原
発
ゼ
ロ
、
志
賀

原
発
廃
炉
を

中
谷　

子
ど
も
の
医
療
費
、

病
院
窓
口
無
料
化
を

中
谷　

会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
の
運
用
は

環
境
安
全
課
長　

原
子
力

規
制
委
員
会
で
審
査
が
行

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
動
向

を
注
視
し
て
い
る
。

住
民
課
長　

実
施
し
た
場

合
に
増
額
と
な
る
費
用
相

当
分
を
、
別
の
子
育
て
支

援
事
業
に
充
当
し
て
い
き

た
い
。
今
後
も
、
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
、
有
効
な
施

策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

総
務
課
長　

総
務
省
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
、
任
用

職
員
が
不
利
益
を
生
じ
る

こ
と
な
く
、
適
正
な
勤
務

条
件
等
の
確
保
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問
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ふ
る
さ
と
創
生
室
長　

昨
年

５
月
か
ら
、
ふ
る
さ
と
創
生

室
内
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

１
名
を
配
置
し
、
こ
れ
ま
で

結
婚
相
談
や
未
婚
男
女
の
交

流
会
、
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
開
催
し
て
き
た
が
、
女
性

の
参
加
が
少
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
今
後
は
県
の
い
し

か
わ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
や

近
隣
自
治
体
と
連
携
を
図
る

と
共
に
、
婚
活
に
対
す
る
取

組
を
広
く
広
報
し
て
い
き
た

い
。

　

別
の
事
務
所
の
開
設
は
、

個
人
情
報
の
管
理
、
維
持
管

理
費
等
を
考
慮
し
考
え
て
い

な
い
。

表
谷　

結
婚
を
誠
実
に
希
望

す
る
独
身
男
女
の
出
会
い
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
「
し

か
ま
ち
む
す
び
事
業
」
の
経

緯
と
現
況
は
。
ま
た
、
こ
の

事
業
の
広
報
や
宣
伝
活
動
を

強
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

　

現
在
、
役
場
庁
舎
内
で
登

録
手
続
き
を
す
る
事
と
な
っ

て
い
る
が
、
ナ
イ
ー
ブ
な
問

題
で
あ
り
、
別
な
場
所
に
も

事
務
所
を
設
け
て
は
い
か
が

か
。

表谷　茂浩　議員

しかまちむすび事業
　　宣伝活動を強めるべき

関係機関と連携し広報する
ふるさと創生室長

表
谷　

町
内
の
公
共
ト
イ

レ
を
洋
式
に

ま
ち
整
備
課
長　

今
後
、

施
設
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
、

利
用
者
の
意
見
な
ど
を
考

慮
し
な
が
ら
、
計
画
的
に

ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
進
め

て
い
き
た
い
。

表
谷　

町
道
夕
焼
け
通
り
線

と
県
道
志
賀
富
来
線
が
交
わ

る
Ｔ
字
交
差
点
で
は
、
町
道

か
ら
県
道
に
出
る
際
に
「
左

右
の
見
通
し
が
悪
く
、
と
て

も
危
険
だ
」と
の
声
が
あ
る
。

事
故
が
起
こ
る
前
に
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
を
設
置
す
べ
き
。

環
境
安
全
課
長　

既
に
女
性

団
体
協
議
会
や
地
元
交
通
安

全
協
会
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、

警
察
、
県
土
木
事
務
所
、
町

交
通
安
全
協
会
、
町
関
係
課

が
合
同
で
実
施
す
る
道
路
診

断
で
、
現
地
を
確
認
し
た
う

県道交差点にカーブミラーを設置せよ

道路診断にて判断する 環境安全課長

交通量が多く事故が起きる前にカーブミラー設置が望まれる
（夕焼け通りから撮影）

え
で
判
断
し
て
い
た
だ
く
。

そ
の
他
の
質
問

一 般 質 問
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町政を町政を問問う !う !

堂下　健一　議員

堂
下　

町
実
施
の
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
の
評

価
は

教
育
長　

教
育
施
策
や
指

導
法
の
改
善
、
児
童
・
生

徒
の
学
力
向
上
等
に
有
効

で
あ
り
、
本
来
の
目
的
に

沿
っ
て
活
用
し
て
い
く
。

埋蔵文化財保護の現状と
　　　　　　将来常設展示の展望は

空き施設の活用を検討する 教育長

文化ホールで展示される文化財

町
長　

北
陸
電
力
に
は
、
今

ま
で
以
上
に
緊
張
感
を
持
っ

て
、
発
電
所
の
安
全
性
の
追

求
に
努
め
て
い
く
と
共
に
、

現
在
、
継
続
し
て
審
議
が
行

わ
れ
て
い
る
、
２
号
機
の
新

規
制
基
準
へ
の
適
合
性
審
査

で
も
、
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
い
く
よ
う
求
め
る
。

教
育
長　

空
き
施
設
を
活
用

し
て
一
括
管
理
で
き
る
保
管

場
所
や
収
納
方
法
を
検
討
し

て
い
き
、
新
た
な
施
設
整
備

は
考
え
て
い
な
い
。

①
文
化
ホ
ー
ル
の
展
示
室
で

「
志
賀
町
の
文
化
財
展
」
を

開
催
す
る
な
ど
、
今
後
も
広

く
公
開
し
て
い
き
た
い
。

②
富
来
金
山
の
出
土
品
は
な

い
が
、
図
面
等
は
歴
史
的
に

価
値
の
あ
る
貴
重
な
資
料
で

あ
る
の
で
、
今
年
度
中
に
図

書
館
に
て
公
開
し
た
い
。

③
現
状
で
は
、
文
化
財
専
門

の
学
芸
員
の
配
置
は
考
え
て

い
な
い
。

堂
下　

志
賀
原
発
構
内
で
の

高
圧
電
源
車
の
出
火
事
故
を

含
め
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
を
起
こ
し
て
い
る
会
社

に
対
す
る
町
の
対
応
が
甘
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
ま
で
に
起
こ
し
た
事

故
や
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
て
、

町
な
り
に
厳
し
い
対
応
を

迫
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
が
、

北
陸
電
力
の
再
発
防
止
策
は

堂
下　

埋
蔵
文
化
財
出
土
品

の
保
管
状
況
は
悪
く
、
貴
重

な
町
内
の
文
化
財
が
流
失
し

て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
が
、

文
化
財
保
護
の
現
状
を
ど
う

捉
え
、
ど
の
よ
う
な
方
向
に

も
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る

の
か
、
次
の
こ
と
を
聞
く
。

①
公
開
す
る
場
も
必
要
と
思

う
が
。

②
富
来
金
山
の
出
土
品
の
展

示
は
ど
こ
ま
で
準
備
が
進
ん

で
い
る
の
か
。

③
文
化
財
専
門
の
学
芸
員
配

置
も
必
要
と
思
う
が
、
検
討

し
て
い
る
の
か
。

志
賀
原
発
内
の

　
　

事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
対
応
は

緊
張
感
を
持
っ
た

　
　
　
　

対
応
を
求
め
る

町
長

町
と
し
て
納
得
い
く
も
の
で

あ
っ
た
の
か
。
次
か
ら
次
へ

と
起
き
て
い
る
事
故
や
ト
ラ

ブ
ル
は
ど
こ
に
原
因
が
あ
る

と
町
は
考
え
て
い
る
の
か
。

そ
の
他
の
質
問
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町政を町政を問問う !う !

稲岡　健太郎　議員

企
画
財
政
課
長　

珠
洲
市
や

白
山
市
な
ど
の
先
進
事
例
を

参
考
に
、
今
後
策
定
す
る
第

２
期
総
合
戦
略
や
個
別
の
計

画
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
要
素
を

反
映
し
た
計
画
づ
く
り
を
進

め
な
が
ら
、
様
々
な
局
面
に

て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
・
目
標

を
学
び
、
取
り
入
れ
て
い
く

こ
と
に
努
め
て
い
き
た
い
。

町
長　

昨
年
８
月
末
に
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
記
録
的
な
集

中
豪
雨
を
経
験
し
た
こ
と
も

踏
ま
え
、
今
年
度
、
当
初
予

算
に
保
険
料
を
計
上
し
、
既

に
、こ
の
保
険
に
加
入
し
た
。

避
難
勧
告
及
び
避
難
指
示
を

発
令
し
た
場
合
は
、
掛
か
っ

た
経
費
の
全
額
が
、
避
難
準

備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
を

発
令
し
た
場
合
は
、
そ
の
半

額
が
保
険
金
と
し
て
支
払
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
。

稲
岡　

近
年
メ
デ
ィ
ア
で
も

よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
だ
が
、
持
続

可
能
な
開
発
目
標
と
し
て

２
０
３
０
年
度
末
ま
で
の
達

成
を
国
連
は
求
め
て
お
り
、

積
極
的
に
取
り
組
む
自
治
体

や
企
業
も
増
え
て
き
て
い
る
。

　

県
内
で
も
珠
洲
市
や
白
山

市
で
の
取
り
組
み
が
知
ら
れ

て
い
る
が
、
今
後
の
施
策
に

対
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
と

の
整
合
性
を
ど
の
よ
う
に

図
っ
て
い
く
の
か
。

稲
岡　

日
本
列
島
の
自
然
災

害
に
よ
り
、
多
く
の
自
治
体

が
対
策
に
多
額
の
費
用
を
か

け
て
い
る
。
災
害
対
策
費
用

保
険
制
度
は
財
政
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
に
、
避
難
対

策
等
に
掛
か
る
費
用
負
担

を
、
民
間
の
保
険
で
補
償
す

る
制
度
で
、
避
難
所
の
開
設

費
用
や
炊
き
出
し
、
飲
料
水

等
の
供
給
に
掛
か
る
費
用
、

消
防
団
員
の
出
勤
手
当
な
ど

が
保
険
対
象
と
な
っ
て
お

り
、
負
担
軽
減
に
大
き
く
寄

与
す
る
の
で
加
入
し
て
は
ど

う
か
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
理
念
と
整
合
性
を
図
れ

理
念
と
目
標
を
学
び
、
取
り
入
れ
る

企
画
財
政
課
長

災害対策費用保険制度の加入状況は

加入済みである 町長

【ＳＤＧｓとは】
「Sustainable Development Goals」の略。
「持続可能な開発目標」のことで、2015年９月
国連サミットで採択された「持続可能な開発の
ための2030アジェンダ」の2016年～ 2030年
までの国際目標で、その17ある目標を背景と
した169のターゲット、232の指標を定める。

町村の財政負担を軽減するための制度

一 般 質 問
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議会広報特別委員会
委　員　長　南　　正紀
副委員長　表谷　茂浩

委　　員　福田　晃悦
　　〃　　　稲岡健太郎
　　〃　　　冨澤　軒康
　　〃　　　櫻井　俊一

表紙で引き付け
 読みたいに変える…

　

８
月
７
日
、
８
日
の
両
日
、

福
岡
県
宇
美
町
及
び
、
福
智
町

で
広
報
作
り
を
視
察
し
、
福
岡

市
内
で
は
写
真
撮
影
教
室
を
受

講
し
ま
し
た
。

　

各
視
察
先
で
は
、
表
紙
の
写

真
を
撮
影
す
る
際
に
文
字
の
配

置
を
決
め
て
か
ら
撮
影
す
る
な

ど
、
表
紙
だ
け
で
も
い
ろ
い

ろ
な
手
法
で
取
り
組
ん
で
お

り
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ

ン
志
岐
氏
に
よ
る
撮
影
教
室
で

は
、
写
真
の
構
成
、
構
図
、
記

事
の
内
容
や
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の

重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
取
り
組
み
や
技

術
を
、
当
議
会
だ
よ
り
に
活
か

し
て
い
き
ま
す
。

　

７
月
26
日
、
野
々
市
市
の
「
学
び
の
杜
の

の
い
ち
カ
レ
ー
ド 

」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

当
施
設
は
、
図
書
館
と
市
民
学
習
セ
ン

タ
ー
が
一
体
化
し
た
施
設
で
、
館
内
は
ま
さ

に
名
前
の
由
来「
万
華
鏡（
カ
レ
ー
ド
ス
コ
ー

プ
）」
を
想
像
さ
せ
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
運
営
は
官
民
連
携
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

市
民
が
集
い
・
学
び
・
交
わ
る
拠
点
と
さ
れ

て
お
り
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
施
設
で
し
た
。

　

８
月
27
日
、
津
幡
町
文
化
会
館
で
「
こ
れ

か
ら
ど
う
な
る
政
局
・
政
治
展
望
」
と
題
し
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
須
田
慎
一
郎
氏
に
よ
る

講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
政
策
や
そ
の
舞
台
裏
の
話
な
ど

普
段
は
聞
け
な
い
よ
う
な
内
容
で
、
時
間
が

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

中
央
政
界
や
経
済
の
情
報
を
収
集
す
る
こ

と
で
、
議
会
人
と
し
て
の
質
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
今
後
の
政
局
の
行
方
に
も
注
目

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生涯学び

政
局
の
行
方
は

政
局
の
行
方
は

１階から２階天井までの
国内初の「ブックタワー」

　

７
月
30
日
、
津
幡
町
文

化
会
館
で
「
石
川
県
町
村

議
会
広
報
研
修
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
住
民
に

「
読
ま
れ
、
伝
わ
る
議
会

だ
よ
り
」
と
題
し
、
住
民

目
線
で
作
成
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
、
改
め
て
学
び

ま
し
た
。
ま
た
、
各
町
の

議
会
だ
よ
り
を
批
評
し
て

い
た
だ
き
、
広
報
全
体
の

構
成
や
、
図
解
で
視
覚
的

に
読
み
手
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
手
法
な
ど
の

指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
の
議
会
だ
よ
り
作

成
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

数々のベスト作品

改善点を聞く受講者

石川県町村議会議長会
広報クリニック

羽咋郡議長会石川県町村議会議長会

研修レポート研修レポート

分
か
り
や
す
く

分
か
り
や
す
く

読
み
た
く
な
る

読
み
た
く
な
る

紙
面
づ
く
り
を
…

紙
面
づ
く
り
を
…
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俊
一

12/３
（火）

本会議
10：00

議案の上程
　（町長が町の近況や議案説明をします。）

12/10
（火）

本会議
10：00

一般質問
　（議員が町政について質問をします。）

12/17
（火）

本会議
14：00

議案の採決
　（議案の可否について決定をします。）

12月定例会本会議の日程(予定)です。傍聴に来ませんか。

グループ紹
介 35

◆
結
成
の
経
緯
は

◇
平
成
８
年
、
地
元
の
先

輩
方
が
中
心
と
な
っ
て
結

成
し
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
今
年
、

結
成
二
十
三
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

◆
メ
ン
バ
ー
構
成
は

◇
志
賀
町
出
身
の
20
代
か

ら
40
代
の「
志
賀
の
太
鼓
」

を
こ
よ
な
く
愛
す
る
熱
い

男
達
の
集
ま
り
で
す
。
会

員
数
は
現
在
20
名
で
す
。

◆
普
段
の
活
動
は

◇
私
達
の
心
奥
深
く
に
描

か
れ
て
い
る
勇
壮
果
敢
な

「
志
賀
の
太
鼓
」
を
郷
土

の
誇
り
と
し
、
県
内
か
ら

県
外
ま
で
幅
広
く
、
日
々

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

練
習
日
は
毎
週
月
曜
日

に
地
域
文
化
会
館
で
19
時

か
ら
21
時
30
分
ま
で
行
っ

て
い
ま
す
。

てっぺん目指して勇往邁進！

会長　山澤　強志 さん　

志賀天友太鼓志賀天友太鼓

◆
こ
れ
ま
で
の
成
果
は

◇
各
地
の
太
鼓
打
ち
競
技

大
会
で
何
組
か
大
関
を
輩

出
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
、
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
で
太
鼓
道
に
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

「志賀の太鼓」を愛し
てやまない志賀天友太
鼓の皆さんを訪ね、お
話をお聞きしました。

天
ま
で
届
く
阿
呆
に
な
れ

天
ま
で
届
く
阿
呆
に
な
れ

〜
友
と
奏
で
る
太
鼓
道
〜

◆
最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

◇
志
賀
天
友
太
鼓
は
、
長

い
歴
史
の
上
に
連
綿
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
「
志
賀

の
太
鼓
」
の
リ
ズ
ム
を
現

代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
民

衆
の
喜
怒
哀
楽
を
表
現
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
心

を
打
て
る
様
に
一
打
一
打

に
魂
を
込
め
打
込
み
ま
す
。

　

皆
様
の
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

心魂の一打！！

し 　 か 　 てん 　 ゆう 　 たい 　 こ
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